
          

 

 

 

 

「みんながなかよく高め合って、たくましく輝く致芳校をつくろう」 
 

１８日から２学期が始まりました。夏休みの前半は本当に暑く、後半は雨続きで、西日本では大きな

被害が出るほどでした。新型コロナ感染症の広がりに歯止めがかからず、若い世代・児童生徒への感

染も起こっています。学校の学びを止めないためにも「今まで以上」にしっかりとした対策を行って

いきます。行事のありかたもさらなる工夫と注意が必要です。一人ひとり自ら考え行動するために

も「どうしたら安全に実施できるか」みんなで考える場も作って

いきたいと思います。放送で行った始業式では、児童代表の４年

生が学習・運動でめあてを持って頑張ること、そして委員会活動

では自分から積極的に意見を言って、５・６年生の姿を目指すと

いう決意を発表しました。どの教室でも新たなスタートにむけて

真剣に先生の話を聞く姿がありました。特に１年生の立派な姿勢

には感心しました。 

 

PTA 主催で「生活リズム標語」を募集していました。夏休み中に

親子で標語づくりに取り組むことで、健康な生活について考える

機会にしてほしいという願いからです。親子で考えたすばらしい

標語が集まり、先日の PTA 事務局会で審査の結果、優秀作品が次

の通り決まりました。おめでとうございます。 

 

◇最優秀作品 「メディアから はなれてたっぷり 家族時間」 ４年 沼澤 優我 さん 

◇優秀作品  「マスクでも 元気なあいさつ 忘れない」   ６年 井上 桜陽 さん 

「ゲームより 外であそぼう ちほうっ子」   ２年 平 倫太郎 さん 

「たのしもう メディアよりも 家族の時間」   １年  加藤 まひる さん 

◇PTA 会長賞 「早おきは いい物発見 たからばこ」      ３年 片桐  蒼麻 さん 

家族のふれあい・外遊び・早寝早起きが大切なことを親子で話し合って

くださりありがとうございました。８月２６日から９月１日までの７日間は、夏

休み明けの生活リズムづくり習慣として取り組んでいます。自分の生活を

見直していきましょう。 
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３年 橋本 龍依さん 菅野 泉水さん  ４年 古口 理久さん 保科 望亜さん 

 ５年 宮﨑 裕也さん 小松 未果さん  ６年 菅野 若斗さん 朝倉  遥さん 

 

 

 

 

 

７月の学校評価アンケートの結果を

お知らせします。評価が高かったのが、

「毎日学校に行くのが楽しいか。９７％」

「友達と仲良くしている。100％」「み

んなと協力して一生懸命取り組んで

いる。９９％」等です。これは前年まで

をさらに上回っています。学校に行け

ば楽しい活動や仲間が待っていると

思って登校する、そういう学校になっ

ていると感じています。コロナ禍でい

ろんなきまりや制約がある中で子ど

も達はしっかり頑張っています。課題

も明らかになりました。メディアとの

付き合い方、就寝時間が遅いことな

どによる「落ち着いた生活」「家庭で

の読書」です。読書は好きで、学校で

はたくさん読んでいます。家庭読書や

親子読書などにも取り組んでほしい

と思います。パソコン・ゲームを含む

メディアはしない・させないではなく、

いかに付き合うかです。 豊かな体験活動、自然と触れ合う時間、本物に出会う活動などは、自ら考

え実行する人間への大きな力につながりま

す。学校だけでなく地域全体・ 保護者の皆さ

んのご協力を得て、しっかりと取り組んでいき

たいと思います。 

致芳小学校のホームページ・ブロ

グでも子ども達の様子をお知らせ

しています。こちらのQRコード

からどうぞ。 


